
副
詞
「
さ
ら
に
」

の
用
法
と
文
体
的
意
味

||
総
城
俊
太
郎
氏の
疑
問に
答
え
て
||

藤

井

俊

博

先に
「
国
語
学」
一
七
三
集に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿
「
今
昔
物
語
集の
文
体
と

法
華
験
記
|『更ニ
無シ』
をめ
ぐっ
て
||」
(
以
下、
旧
稿
と
呼
ぶ)
に
対
し、
松

城
俊
太
郎
氏
か
ら、
同
誌一
七
四
集の
「
短
信」
欄に、
意
味の
と
ら
え
方
や

数
値の
問
題
に
つ
い
て、
疑
問
点
が
寄せ
ら
れ
た。
こ
れ
に
は、
稿
者
の
考
え

方
が
十
分
理
解
さ
れ
て
い
ない
と
思
わ
れ
る
点
が
あ
り、
ま
た、
稿
者
の
不
手

際
も
あっ
た
の
で、
改
め
て、
船
城
氏の
示
さ
れ
た
疑
問
点に
答
え
る
と
と
も

に、
「
さ
ら
に」
を
通
し
て、
「
今
昔
物
詩
集」
の
文
体
形
成に
対
す
る
稿
者の

展
望
を
述べ
さ
せ
て
い
た
だ
くこ
と
に
し
た。



副
詞
「
さ
ら
に」
の
用
法

信〉副詞「さらに」の用法と文体的意味

ま
ず、
総
城
氏
は、
稿
者
が
情
態
副
詞
的
と
し
た
「
さ
ら
に」
の
例
の
み
な

ら
ず、
平
安
期
の
和
文
に
見
ら
れ
る
用
例
の
大
半
が
「い
っ
こ
う
に」
の
意
味

の
陳
述
副
詞
に
解
せ
る
と
し、
稿
者
が
和
文
の
用
法
を
概
ね
情
態
副
調
と
し
た

の
は、
自
己
の
論
理
を
優
先
し
た
安
易
な
解
釈で
あ
る
と
さ
れ
た。

こ
こ
で
ま
ず、
論
の
前
提
と
し
て、
旧
稿で
引い
た
田
中
敏
生
氏の
論
に
も

あ
る
よ
う
に、
副
詞
の
中で
否
定
語
を
修
飾
す
る
も
の
に
は、
否
定
判
断
に
関

わ
る
陳
述
副
調
の
側
面
と、
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ない
と
い
う
そ
の
あ
り
方

に
関
わ
る
情
態
副
調
の
側
面
と
が
あ
り、
こ
の
両
側
面
は、
同
時に
含
ま
れ
得

る
機
能
的
側
面
で
あ
る
(
旧
稿7
頁)
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
たい。
従っ
て、

「
さ
ら
に」
が、
「
状
況
の
不
変」
を
表
す
情
態
副
詞
で
あ
る
か、
「
決
し
て」
の

意
味
の
陳
述
副
調
で
あ
る
か
は、
文
脈に
よっ
て
規
定
さ
れ
る
と
考
え
る。

と
こ
ろ
で、
「
状
況
の
不
変」
の
表
現
は、
ま
だ
生
じ
て
い
ない
事
態
が
新
し

く
生
じ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
場
合(「
事新しく
1ない」)
と、
既
に
生
じ
て

い
る
事
態
が
そ
れ
以
上
に
な
ら
な
い
と
い
う
場
合(「
そ
れ
以
上
{)
ない」
とに

分
け
て
考
え
ら
れ
る。
ま
ず
後
者
の
例
か
ら
挙
げ
よ
う。

O
恋
し
と
は
さ
ら
に
も
い
は
じ
下
紐
の
解
け
む
を
人
は
そ
れ
と
知
ら
な
む

(『
伊
勢
物語」
百
十一
段)

右
の
例
は、
男
の
「い
に
しへ
は
あ
り
も
や
し
け
ん
今
ぞ
知
る
ま
だ
見ぬ
人
を

恋
ふ
る
も
の
と
は」
と
い
う
歌
に
対
し
て、
女
が
「
下
紐
の
し
る
し
と
す
る
も

解
け
な
く
に
か
た
る
が
ご
と
は
恋
ひ
ず
ぞ
あ
るべ
き」
と
返
し
た
の
を
承
け
て、

「(
それ
以
上・
二
度と)
恋
し
い
と
は
言
う
まい」
と
言っ
た
も
の
で
あ
る。

次
に、
船
城
氏
が
挙
げ
ら
れ
た「
源
氏
物
語」
の
例
は、
氏
が「
そ
れ
以
上」

の
訳
が
当
ら
な
い
と
さ
れ
た
例
で
あ
る
が、
こ
れ
は
既
に
存
す
る
事
態
が
ない

〈短

場
合
で
あ
る
か
ら、
前
者の「
事
新
し
く」
の
意
味で
解
釈
すべ
き
例
で
あ
る。

O
そ
の
年
の
夏、
御
息
所、
は
か
な
き
心
地
に
患
ひ
て、
ま
か
で
な
む
と
し

給
ふ
を、
暇
さ
ら
に
許
さ
せ
た
ま
は
ず(
桐壷)

O
手
車
の
宣
旨
な
ど
の
た
ま
は
せ
て
も、
又、
い
ら
せ
た
ま
ひ
て
は、
さ
ら

に
え
許
さ
せ
給
は
ず
(
同)

こ
れ
ら
の
例
で
は、
否
定
を
強
め
る
と
い
う
機
能
的
な
側
面
が
あ
る
の
も
確
か

で
あ
る
が、
「
ま
か
で
な
む
と
し
給ふ
を」
「
の
た
ま
は
せ
て
も」
が
逆
接
的
内

容
と
な
り「:::(それに
も
関わら
ず)、
新
し
く
は
1
ない」
とい
うニ
ュ
ア

ン
ス
が
現
れ
て
い
る。
実
は、
総
城
氏
が
陳
述
副
詞
と
解
す
る
根
拠
と
し
て
注

釈
類
の
解
釈か
ら
援
用
さ
れ
た
「
ど
う
し
て
も・
い
っ
こ
う
に」
な
ど
の
語
も

こ
の
よ
う
な
文
脈で
用い
る
こ
と
が
多い。
こ
れ
ら
は、
現
代
語
で
は、
すべ

て
「い
く
ら
怒っ
て
も、
さ
ら
に
(さ
らさ
ら・
どう
して
も・
いっ
こ
うに)
言

う
こ
と
を
聞か
ない」
の
よ
う
に
用い
ら
れ
て、
「
状
況
の
不
変」
を
表
し
て
い

る
と
解
せ
る
の
で
あ
る。
ま
た、
現
代
語
の
「
全
然」
「
ちっ
と
も」
「
さっ
ぱ

り」
な
ど
も、
頻
度ゼロ
と一言
うコ
ト
ガ
ラ
的
な
面
に
関
わ
る
と
見るべ
き
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(『ケ
lスス
タディ
日
本文法』
石
神照
雄
桜
楓社)
が、

こ
れ
ら
の
語
と
と
も
に、
否
定
的
内
容に
か
か
る
情
態
副
詞
と
し
て
位
置
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る。
旧
稿で
は
和
文
の
「
さ
ら
に」
を
情
態
副
詞
に

解
釈
すべ
き
傍
証
を
五
点
ほ
ど
挙
げ
て
お
い
た(凶
1U
頁)
が、
こ
の
他、
「
さ

ら
に
もい
は
ず」
(
今更・
事新しく
言うまで
もない)
の
よ
う
な
慣
用
句
が
相

当
数
あ
る
こ
と
か
ら
も、
平
安
期
の
和
文
で
は
単
な
る
否
定
判
断
の
強
調
と
意

識
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
くい。

こ
れ
に
対
し
て、
漢
文
や
『
今
昔
物
語
集』
の
例
は、
人
物の
性
格
や
事
柄

に
つ
い
て
の
判
断
を
強
め
る
陳
述
副
調
と
し
て
解
釈で
き
る
も
の
で
あ
る。
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O
今
昔、
天
笠
二
人ノ
人
有リ、
名ヲパ
和
羅
多ト
云70
茸つ
父
母、
家
大-一

富
テ

財
宝
豊
ニ
シ
テ

更-一
乏
キ

事
元
シ 。

(『
今
昔
物
語
集」

一
・

お)

O「
定メテ
知ヌ、
此レ
我ガ
位ヲ
継ガ
為ニ
仏
神/
給タル
者
也。
況ャ、
者ノ
鉢

ヲ
見
ルニ、

更ニ
只
者-一
非
ズ」
(『
今
昔
物
語
集』

二
-
m)

こ
れ
ら
を
「
そ
れ
以
上・
事
新
し
く・
い
っ
こ
う
に」
な
ど
と
は
訳
せ
ず、
「
決

し
て・
絶
対に
1で
な
い」
とい
う
否
定
判
断
で
あ
る
と
思
わ
れ
る。

旧
稿
の
主
旨
は、
「
さ
ら
に」
が、
平
安
期
の
漢
文
訓
読
体
と
和
文
体
と
で、

各
、々
陳
述
副
詞
の
場
合
と
情
態
副
調
の
場
合
と
に
偏っ
て
出
現
す
る
こ
と
を

指
摘
す
る
こ
と
に
あっ
た。
従っ
て、
稿
者
が
情
態
副
詞
用
法
が
和
文
に
多い

と
し
た
こ
と
は、
船
城
氏
が
和
文
の
用
法
を
「い
っ
こ
う
に」
と
解
さ
れ
た
こ

と
と、
こ
の
よ
う
な
意
味に
お
い
て、
か
えっ
て
符
合
す
る
の
で
あ
る。

『
法
華
百
座
間
書
抄』

で
の
用
法
と
文
体
的
意
味

次
に、
船
城
氏
は、
稿
者
が
平
安
期
の
和
文
の
「
さ
ら
に」
を
概
ね
情
態
副

調
と
考
え
た
の
に
対
し、
『
宇
治
大
納
言
物語巴
等の
十一
世
紀
の
和
文
の
説
話

に
陳
述
副
調
用
法
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た。
ま
た、
稿
者
が
旧
稿

の
注
目
で
『
法
華
百
座
間
書
抄」
に
「
さ
ら
に」
が一
例
も
無い
と
し、
そ
れ

を
踏
ま
え
て、
『
今
昔
物
語
集」
の
文
体
を
僧
侶
の
口
頭
語
を
基
盤
と
し
た
新
し

い
文
体
と
見
る
松
城
氏
の
説
を
否
定
す
る
よ
う
な
記
述
を
し
て
い
る
が、
索
引

に
よ
れ
ば
十
七
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た。
こ
の
例
数
の
食い
違い
は、

稿
者
の
索
引
項
目の
見
落
と
し
が
原
因
で
あ
る。
不
注
意
とい
う
に
は
大
き
す

ぎ
る
ミ
ス
で
あ
る
が、
氏
の
指
摘
通
り
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
たい。

し
か
し、
『
法
華
百
座
聞
書
抄」
の
よ
う
な
和
文
的
ない
し
は
口
頭
語
的
と
さ

れ
る
文
献(『
宇治大
納言
物語』
も
含め
られ
よ
う)
に
用
例
が
あ
る
と
し
て
も、

こ
れ
ら
は
やは
り
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
意
義
を
持つ
と
解
釈で
き
る。
な
ぜ

な
ら、「
今
昔
物
語
集」
で
は
他の
文
に
も
多
く
用い
ら
れ
た
陳
述
副
詞
用
法
が、

同
書
で
は、
特
定
人
物の
会
話
部
分
に
集
中し
て
現
れ
る
か
ら
で
あ
る。
す
な

わ
ち、
十
七
例
か
ら
説
話
以
外の
部
分
で
用い
た一
例
を
除
く
と、
地
の
文
に

六
例、
会
話
部
分に
十
例
が
あ
る
が、
会
話
文
で、
和
文
の
よ
う
に
逆
接
的
内

容
の
句
を
受
け
た
情
態
副
詞
の
例
は、
次
の一
例の
み
で
あ
る。

O「
三
界ノ
惑ヲハ
断
シ
タレ
ト、
悌ノ
功
徳
サ
ラニ
エ
シ
ラ
ス」
(オ
湖)。

そ
の
他に、
肯
定
形
を
修
飾
す
る
例
が一
例
あ
り、
他の
八
例
は
すべ
て
否
定

表
現
に
か
か
る
用
法
で
あ
る。
次
に、
そ
の
典
型
的
な
例
を
挙
げ
る。

Oエ
ム
マ
ノ
丁ニ
ナ
ラ
ヒ
ヰ
タ
ル
命
官
命
道シ
カ
シ
ナ
カ
ラ
イ
フ
ヤ
ウ
「コ

ノ
女
女
世
界ノ
不
信ノ
男、
サ
ラニ一
善
ヲ
修ス
ル
コ
ト
ナ
シ。
罪
業ノ

ミ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ。
ト
ク
地
獄へ
ヰ
テマ
カ
レ」
ト
イフニ。
(オ位)

O「コ
ノ
男ハ
功
徳
アル
モ
ノ
ナ
リ。
我ニ
ユ
ル
セ」
トコ
ヒ
ウ
ケ
タマ
フ。

エ
ム
マ
王
「
サ
ラニ
サ
ル
コ
ト
サ
フ
ラハ
ス。
地
獄へ
ツ
カハ
ス
へ
キ
モ

ノ
ナ
リ」
卜
申スニ
(オM)

O
獄
卒
オ
卜ロ
キテ
「
此ノ
毒
イハ、
サ
ラニ一
善
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ。
ナニ

ノ
ユ
へ
ニ
コ
ヒ
ウ
ケ
給フ
ソ」
ト
イ
フニ
(オ白)

こ
れ
ら
を、
情
態
副
詞
的に
「い
っ
こ
う
に」
と
訳
す
る
と、
そ
の
時に
あ
る

こ
と
を
為
さ
ない
とい
う
意
味に
なっ
て
し
まい、
文
脈に
合
わ
ない。
右
の

「
サ
ラニ
(
実
質名詞)
ナ
シ・
サ
ラニ
(スルコ
ト)
ナ
シ」
の
形
式
は、
旧
稿

で
指
摘
し
た
よ
う
に、
漢
文
の「
更
無
i」
に
基
づ
く
陳
述
副
詞
用
法
で
あ
り、

こ
れ
に
よっ
て
否
定
判
断
を
強
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る。
す
な
わ
ち、「一
善

を
修せ
ず」
「
さ
る
こ
と
さ
ぶ
ら
は
ず」
「一
善
な
し」
な
ど
とい
う
表
現
を、

「一
つ
の
善
を
行
な
う
こ
と
さ
え
決
し
て
ない」
「
そ
ん
な
こ
と
は
断
じ
て
あ
り

ま
せ
ん」
「お
よ
そ
善
が
な
い」
と、
強
調
し
た
の
で
あ
る。
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信〉副詞「さらにJの用法と文体的意味

こ
れ
に
対
し
て、
地
の
文
の
六
例
中
四
例
は、
次
の
よ
う
に
逆
接
の
句
を
承

け
た
情
態
副
詞の
用
例
で
あ
る。

O
目
連シハ
シハ
「
世
間ハ
元
常
ナ
リ。
タ〉
悌ニ
シ
タ
カ
ヒ
タマ
ハ
ム
コ

ソ
吉
キ
事ナ
レ」
ナ
ム
ト
ノ
タマ
ヒ
シ
カ
トモ、
更ニ
タ
テマ
ツ
ラ
ム
ト

モ
ナ
カ
リ
ケ
ル
ニ、
・
::
(オ
加)
(
他は、
オ
日・
オ
捌・
ウ
問)

残
る
二
例
の
中、
一
例
は
「
オ
ヒ
モ
テユ
ク一一、
サ
ラニ
ヲ
ヒ
ツ
クへ
ク
モ
ナ

ク」
(オ
却)
の
よ
う
に、
「い
っ
こ
う
に」
で
解
釈
で
き
る。
残
る一
例「
海ニ

ム
カ
ヒ
テ、
竜
王
ヲ
セ
メ
給-一、
雷
電シ
ヒ
ラ
メ
キ
テ、
サ
ラニ
チ
カ
ラ
オ
ヨ

ヒ
給フ
マ
シ。
国
王
ナ
ケ
キ
給ニ」
(ウ
揃)
が、
例
外
的に
陳
述
副
詞
に
も
解

せ
る
例
と
し
て
あ
る
の
み
で
あ
る。

以
上
の
よ
う
に、
地
の
文
の
例
が
ほ
ぼ
和
文
用
法
に
限
ら
れ
る
の
に
対
し
て、

会
話
部
分
は、
漢
文
訓
読
的
用
法
が
多
く
占め
て
い
る。
こ
の
よ
う
な
傾
向に

関
し
て、
犬
飼
隆
氏
は、
「
法
華
百
座
聞
書
抄」
の
文
章は
和
文
語
を
主
体
と
し

て
い
る
が、
会
話
文
で
人
物の
雰
囲
気
を
出
し
た
り、
地
の
文
で
話
を
盛
り
上

げ
た
り
す
る
た
め
に
漢
文
訓
読
語
を
用い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
(
犬
飼

隆「
説
話

の
こ
と
ば」
『
国
語
国
文
論
集」
第
十
三
号

昭
和
五
十
九
年
三
月) 。

冥
官・

間
魔・
獄
卒
な
ど
の
会
話
部に
「
さ
ら
に」
の
陳
述
副
詞
用
法
が
見
ら
れ
た
こ

と
は、
こ
の
よ
う
な
意
図
的
な
演
出
の一
っ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う。

『
法
華
百
座
間
書
抄』
は、
説
教
の
生
の
姿
を
写
し
た
も
の
と
し
て
貴
重
な
も

の
で
あ
る
が、
「
台
本
語
り」
な
ど
の
事
情
を
想
定
す
れ
ば、
そ
の
言
語
上
の
性

質
は、
文
章
語
的
な
面
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る。
ま
た、
右
の
よ
う
に、
語
り

の
演
出
と
し
て
意
図
的
に
漢
文
訓
読
語
な
ど
の
文
章
語
を
混
入
さ
せ
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
る。
こ
れ
ら
を
否
定
し
な
け
れ
ば
『
法
華
百
座
間
書
抄』
の
用
例
を

口
頭
語の
実
態
を
反
映
し
た
も
の
と
は
言
え
ない
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

稿
者
は、
あ
る
作
品
の
文
体
は、
作
者
の
読
み
馴
れ
た
文
献
の
文
体
に
影
響

〈短

を
受
けつ
つ、
そ
こ
に
独
自
の
創
造
面
を
加
え
て
成
り
立つ
と
い
う
文
体
観
に

立つ。
従っ
て、
船
城
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
口
頭
語
を
基
盤
に
し
た
新
しい

文
体
が
あっ
た
と
す
れ
ば、
そ
の
文
体
の
創
造
的
側
面
を
評
価
すべ
き
で
あ
る

が、
そ
れ
に
は
過
去
の
文
章
語
の
影
響
で
は
な
い
こ
と
の
証
明
が
必
要
で
あ
る。

ま
た、
仮に、
口
頭
語
の
影
響
で
あ
る
と
言
え
た
と
し
て
も、
そ
れ
が
漢
文
訓

読
語
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば、
そ
の
源
と
なっ
た
漢
文の
性
質
を
僧
侶
の
言

語
生
活
か
ら
探
る
必
要
も
出
て
く
る。
す
な
わ
ち、
あ
る
個
人
の
文
体
を
研
究

す
る
に
は、
既
成の
文
章、
そ
れ
も
作
者
の
机
上
に
存
し
た
文
献
を
探
る
が
ご

と
き
態
度が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。
そ
の
観
点か
ら、
稿
者
は、『
法
奪

験
記』
を
『
今
昔
物
語
集」
の
文
体
の
源
の一
つ
と
考
え
た
の
で
あ
る
が、
今

後は、
別
の
観
点か
ら
も、
こ
の
点
を
実
証
し
て
い
き
たい
と
考
え
て
い
る。

||
京
都
橋
女
子
大
学
助
教
授
||

(
平
成
五
年
十
月
二
十
二
日

受
理)

(
平
成
六
年
一

月
十
一

日

改
稿
受
理)
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